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協力：青年劇場

　司法書士・後藤陽介34歳。

　半年前に父が急逝。母親が一人になったので、一人っ子の陽介は実家に戻り、自宅

を改装して司法書士事務所を開いていた。

　実は父親の父親、つまり陽介の祖父は昔、この町で司法書士をしていた。陽介が生

まれる前に祖父は亡くなり、祖父亡き後、事務所も畳んでしまったので陽介は何も覚えて

いない。でも、母によると祖父は心強い存在として町の人から頼られていたそうだ。

　今は、都心の司法書士事務所勤務のころと違って通勤は楽にはなったが、自分一人

で要領よく仕事を進めなくてはならず、その時間配分などに陽介は手間取っていた。

　事務所開設以降、店を株式会社にしたいとか、借金返済問題とか、悪質商法に引っ

掛かったとか、アパートの敷金関連やご近所同士のトラブル、離婚問題などなど、さまざ

まな依頼や相談ごとを町の人から受けていた。

　今日も陽介は愛車（自転車）で朝からお客さん周り。一つは、お父さんが亡くなり、後

継ぎがいないので会社を清算したいという相談、もう一つは、土地の権利証を失くしたと

いう相談だった。

　子どものころから知っている人も多いので、ついつい長話になったりもする。

　特に、年配の方の話に付き合うことが多いが、それも自分の役目だと思っていた。

　ひと段落したので、陽介は大好きなスポットでいつものようにゴロッとリフレッシュタイム。

「ああ！！！　もう3時半かあ」と背伸びをした。

　…とそこへ、電話が。

こちら

どうなる！？

遺産相続

司法書士
後藤 陽介
（34歳）

地主
金子 一太郎

（被相続人、59歳）

妻
金子 幸子
（49歳）

弟
金子 勝太郎

（風来坊、55歳）

兄弟

夫婦

親
子

子
匠

（10歳）

登場人物相関図

金子さん自宅
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そ
の
電
話
は
、
金
子
一
太
郎
が

心
臓
発
作
で
急
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う

妻
幸
子
か
ら
の
も
の
だ
っ
た

今
度
何
か
あ
っ
た
ら

陽
介
君
に
相
談
す
る
よ

女
房
に
も
言
っ
て
お
く

昔
、
う
ち
の
親
父
が

君
の
お
じ
い
さ
ん
に
は
随
分

世
話
に
な
っ
た
み
た
い
で…

一
太
郎
の
家
と
陽
介
の
家
が

近
所
だ
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

陽
介
は
一
太
郎
を
よ
く
知
っ
て
い
た

あ
の
、

か
、
か
、
勝
太
郎
さ
ん
が…

兄
貴
が

死
ん
だ
ん
だ
っ
て
？

人
一
倍
優
し
い
一
太
郎
は
縁
談
に
恵
ま
れ
ず

よ
う
や
く
49
歳
で
結
婚

勝
太
郎
は
父
の
源
太
郎
が
亡
く
な
っ
て

遺
産
を
相
続
し
て
か
ら
は

仕
事
も
し
て
い
な
か
っ
た

毎
日
遊
び
歩
い
て
い
た

ん
だ
け
ど

あ
る
日
突
然
家
を
出
て

そ
れ
っ
き
り
だ
っ
た
の

と
こ
ろ
で
兄
さ
ん
の
遺
言
書
は

あ
る
の
か
？
　こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

遺
産
の
こ
と
は

き
ち
ん
と
し
な
く
ち
ゃ
な

今
日
は
葬
儀
の
日―

―
―
―

俺
に
も
権
利
が

あ
る
わ
け
だ
し

な
あ
、
姉
さ
ん

あ
の
一
太
郎
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
？

つ
い
先
日
も
見
掛
け
た
の
に

えーっえーっえーっ

弟
さ
ん…

こ
の
人
が
！？

ドサッ

タ
タ
ッ…

オロ

？

オロ…

ニヤリ

ドカ
ドカ

親戚一同

勝
太
郎
さ
ん
に

権
利…

？

あなたっ！！

た
っ
た
一
人
の
血
を
分
け
た

弟
と
し
て
は
、
葬
儀
に
来
な
い

わ
け
に
行
か
な
い
だ
ろ
う

よ
う

皆
さ
ん
久
し
ぶ
り

【
遺
言
書
】ゆ
い
ご
ん
し
ょ 

・ 

い
ご
ん
し
ょ
　遺
言
書
は
、
死
後
に
お

け
る
財
産
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
意
思
を
書
き
残
す
も
の
で
、
残
さ
れ
た
ご
家
族

の
無
用
な
争
い
を
避
け
る
手
助
け
に
な
り
ま
す
。
遺
言
書
は
15
歳
以
上
で
あ
れ

ば
残
す
こ
と
が
で
き
、
未
成
年
で
も
親
の
同
意
は
不
要
で
す
。
司
法
書
士
は
遺
言

書
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
、
遺
言
執
行
者
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
遺
言
書
に
書
く
内
容
は
基

本
的
に
自
由
で
す
が
、「
相

続
人
と
相
続
の
割
合
」「
法

定
相
続
人
以
外
で
相
続
を
さ

せ
た
い
人
」「
法
定
相
続
分

と
異
な
る
割
合
で
相
続
さ
せ

る
場
合
」「
廃
除
す
る
相
続

人
、
あ
る
い
は
相
続
人
廃
除

の
取
り
消
し
」「
認
知
」な
ど
、

自
分
の
意
思
を
明
記
し
ま

す
。
遺
言
書
が
複
数
あ
る
場

合
、
一
番
新
し
い
日
付
の
物

が
有
効
で
す
。
ま
た
遺
言
書

に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

遺
言
書
の
種
類

　
証
人
２
人
以
上
が
立
ち
会
い
、
公
証
人
が
遺

言
者
の
意
思
を
確
認
し
て
作
成
し
ま
す
。
公
証

人
へ
の
費
用
は
発
生
し
ま
す
が
、
偽
造
・
変
造

な
ど
の
心
配
や
未
発
見
の
心
配
は
な
く
、
証
拠

力
が
高
い
も
の
で
す
。
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手

続
き
は
不
要
。

◉
公
正
証
書
遺
言

【
解
説
】

◎検認 ◎遺言執行者

　検認とは、公正証書遺言以外の遺言書の形
式態様など調査し、遺言書の現状を確保し、
後日遺言書の偽造などを防ぐための手続き
で、家庭裁判所で行います。検認を受けない
と登記手続きができず、過料に処されます。

　遺言書の内容の通りに執行する人で、遺言書で指定される場合と、
相続人が家庭裁判所に申し立て選任される場合があります。必ずし
も必要ではありませんが、相続人全員の意見が一致しない、あるい
は協力が得られない場合があるので、遺言執行者は立てるほうが望
ましいでしょう。未成年者、破産者は遺言執行者にはなれません。

　
遺
言
書
（
自
筆
あ
る
い
は
自
筆
で
な
く
て
も

よ
い
）
に
遺
言
者
に
よ
る
署
名
と
押
印
が
必
要

で
、
封
筒
に
入
れ
て
封
印
し
、
公
証
人
と
証
人

に
提
出
し
ま
す
。
封
印
し
て
い
る
の
で
秘
密
は

守
ら
れ
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。
家
庭
裁
判

所
の
検
認
手
続
き
の
後
に
開
封
。

◉
秘
密
遺
言

　
自
筆
の
遺
言
書
で
、「
署
名
・
日
付
・
押
印
（
で

き
れ
ば
実
印
）」
が
必
要
で
す
。
遺
言
書
の
存
在

を
第
三
者
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
未
発
見
の
場

合
も
あ
り
、
逆
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
偽
造
、

変
造
、
滅
失
、
隠
ぺ
い
な
ど
の
可
能
性
も…

…

。

内
容
に
不
備
が
あ
れ
ば
無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
き
後
に
開
封
。

◉
自
筆
遺
言

どうなる！？ 遺産相続
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司
法
書
士
？

だ
っ
た
ら
話
が
早
い

匠
は
姉
さ
ん
の

連
れ
子
な
ん
で
ね

10
年
前
、
陽
介
が
実
家
を
出
た
後
に

一
太
郎
さ
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
幸
子
さ
ん
と

結
婚
し
た
。
だ
か
ら
陽
介
は

匠
君
が
連
れ
子
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
だ

連れ子…？

連
れ
子
の

養
子
縁
組
の
こ
と
も

本
人
が
成
人
し
て
か
ら

っ
て
結
婚
前
に
聞
い
て
た
ん
だ
よ

ニヤリ

俺
、
昔
っ
か
ら
案
外
兄
貴
と
は

仲
が
良
く
っ
て
さ
、
小
遣
い
も

よ
く
も
ら
っ
た
な
あ

幸
子
さ
ん
！

え
！
　

主
人
の
遺
産

勝
太
郎
さ
ん
に
も

権
利
が
あ
る
ん
で
す
か
！？

バタッ

お
い
お
い

そ
こ
の
兄
ち
ゃ
ん
よ

見
掛
け
な
い
顔
だ
な
？

私
は
司
法
書
士
の

後
藤
陽
介
と
言
い
ま
す

最
近
こ
の
町
で

事
務
所
を

開
き
ま
し
た

ん？

ま
さ
か
、養

子
縁
組

し
て
な
い
！？

クラッ

フッ

わ

【
相
続
】そ
う
ぞ
く
　相
続
と
は
、
故
人（
被
相
続
人
）の
財
産
を
相
続
人
が
受
け
継

ぐ
こ
と
で
す
。
相
続
の
対
象
は
、
土
地
、
建
物
、
現
金
、
預
貯
金
、
株
式
、
家
財
道
具
、

自
動
車
、貸
付
金
の
債
権
、損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、

借
金
、
債
務
、
損
害
賠
償
金
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
故
人（
被
相
続
人
）

の
遺
言
書
が
な
い
場
合

は
、「
法
定
相
続
人
」が

相
続
人
と
な
り
、相
続

の
順
位
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。法
定
相
続
人

は
、「
配
偶
者
」「
子
や
孫

（
直
系
卑
属
）」「
父
母
や

祖
父
母（
直
系
尊
属
）」

「
兄
弟
姉
妹
」。配
偶
者

は
常
に
相
続
人
の
権
利

を
持
ち
、婚
姻
中
で
あ

れ
ば
別
居
中
で
も
相
続

権
が
あ
り
、内
縁
関
係

の
場
合
は
相
続
人
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。

相
続
の
順
位

【
解
説
】

◎遺留分 ◎寄与分

　遺言書や生前贈与で自分の相続分
が少なくなり納得できない場合、民
法で保障されている相続分。遺留分
があるのは、配偶者、子、直系尊属の
み。ただし「遺留分減殺請求」をする
必要があり、遺留分の侵害を知った
日から1年、あるいは相続開始後か
ら10年経過すると時効になります。

　相続人の中で、「被相続人の生前
における財産の増加、あるいは維持
に協力をした」、または「被相続人の
看病をした」など、特別に貢献をし
た人の法定相続分以上の相続分で
す。寄与分は遺産相続人による協議
で決定。もめた場合は家庭裁判所に
寄与分の決定を申し立てます。

◎遺産分割協議

　遺言書がない場合、あるいは
遺言書に記載のない財産につい
て、相続人全員参加のもと遺産
分割協議を行います。全員が合
意すれば遺産分割協議書を作成
します。書式は自由ですが、司法
書士など専門家のお手伝いがあ
れば安心です。

●相続分は、配偶者２分の１、子ども
２分の１。子どもが複数人の場合、
２分の１を等分。
●配偶者がいなければ（死亡・離婚）、
子どもがすべて相続。
●子どもが死亡の場合、その子ども
（孫）が２分の１。
●被相続人に認知の子、あるいは前
妻の子がいれば、「子ども」として
等分の相続。

●被相続人に子どもがい
ない場合、相続分は配
偶者３分の２、父母ある
いは祖父母（直系尊属）
が３分の１。
●被相続人に配偶者も子
どももいない場合は、直
系尊属がすべて相続。

●被相続人に子どもがな
く、直系尊属も死亡し
ている場合、相続分は
配偶者４分の３、兄弟
姉妹が４分の１。兄弟
姉妹が複数いる場合
は、４分の１を等分。
●被相続人よりも先に兄
弟姉妹が死亡の場合、
兄弟姉妹の子ども（被
相続人の甥姪が相続）。
甥姪の子どもには権利
はない。

●被相続人に配偶者もなく、直系卑属
が死亡している場合、兄弟姉妹がす
べて相続。
●被相続人よりも先に兄弟姉妹が死亡
の場合、兄弟姉妹の子どもが相続。

◉
法
定
相
続
の
主
な
場
合

どうなる！？ 遺産相続

あるいは

○
単
純
承
認

　
被
相
続
人
の
プ
ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ

ナ
ス
の
財
産
も
す
べ
て
相
続
し
ま
す
。

各
相
続
人
が
単
独
で
承
認
で
き
ま
す
。

○
限
定
承
認

　
被
相
続
人
の
財
産
の
う
ち
、
マ
イ
ナ

ス
の
財
産
が
プ
ラ
ス
の
財
産
よ
り
多
い

場
合
、
プ
ラ
ス
の
財
産
の
範
囲
内
で
支

払
・
返
済
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
相
続

人
全
員
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
相
続

開
始
を
知
っ
た
時
か
ら
「
３
カ
月
以
内

に
家
庭
裁
判
所
に
届
け
出
」
を
し
な
け

れ
ば
、
単
純
承
認
と
な
り
ま
す
。

○
相
続
放
棄

　
相
続
人
の
一
切
の
財
産
を
相
続
し
な

い
こ
と
で
す
。
各
相
続
人
が
単
独
で
放

棄
を
で
き
ま
す
が
、
相
続
開
始
を
知
っ

た
時
か
ら
「
３
カ
月
以
内
に
家
庭
裁
判

所
に
届
け
出
」
を
し
な
い
と
単
純
承
認

と
な
り
ま
す
。

◉
相
続
の
方
法

配偶者

配偶者

祖父 祖母
子

父 母

父 母

父 母

父 母

子

子

被
相続人

被
相続人

兄弟
姉妹 配偶者被

相続人

兄弟
姉妹

被
相続人

配偶者被
相続人

は死亡※
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司
法
書
士
？

だ
っ
た
ら
話
が
早
い

匠
は
姉
さ
ん
の

連
れ
子
な
ん
で
ね

10
年
前
、
陽
介
が
実
家
を
出
た
後
に

一
太
郎
さ
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
幸
子
さ
ん
と

結
婚
し
た
。
だ
か
ら
陽
介
は

匠
君
が
連
れ
子
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
だ

連れ子…？

連
れ
子
の

養
子
縁
組
の
こ
と
も

本
人
が
成
人
し
て
か
ら

っ
て
結
婚
前
に
聞
い
て
た
ん
だ
よ

ニヤリ

俺
、
昔
っ
か
ら
案
外
兄
貴
と
は

仲
が
良
く
っ
て
さ
、
小
遣
い
も

よ
く
も
ら
っ
た
な
あ

幸
子
さ
ん
！

え
！
　

主
人
の
遺
産

勝
太
郎
さ
ん
に
も

権
利
が
あ
る
ん
で
す
か
！？

バタッ

お
い
お
い

そ
こ
の
兄
ち
ゃ
ん
よ

見
掛
け
な
い
顔
だ
な
？

私
は
司
法
書
士
の

後
藤
陽
介
と
言
い
ま
す

最
近
こ
の
町
で

事
務
所
を

開
き
ま
し
た

ん？

ま
さ
か
、養

子
縁
組

し
て
な
い
！？

クラッ

フッ

わ

【
相
続
】そ
う
ぞ
く
　相
続
と
は
、
故
人（
被
相
続
人
）の
財
産
を
相
続
人
が
受
け
継

ぐ
こ
と
で
す
。
相
続
の
対
象
は
、
土
地
、
建
物
、
現
金
、
預
貯
金
、
株
式
、
家
財
道
具
、

自
動
車
、貸
付
金
の
債
権
、損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、

借
金
、
債
務
、
損
害
賠
償
金
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
故
人（
被
相
続
人
）

の
遺
言
書
が
な
い
場
合

は
、「
法
定
相
続
人
」が

相
続
人
と
な
り
、相
続

の
順
位
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。法
定
相
続
人

は
、「
配
偶
者
」「
子
や
孫

（
直
系
卑
属
）」「
父
母
や

祖
父
母（
直
系
尊
属
）」

「
兄
弟
姉
妹
」。配
偶
者

は
常
に
相
続
人
の
権
利

を
持
ち
、婚
姻
中
で
あ

れ
ば
別
居
中
で
も
相
続

権
が
あ
り
、内
縁
関
係

の
場
合
は
相
続
人
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。

相
続
の
順
位

【
解
説
】

◎遺留分 ◎寄与分

　遺言書や生前贈与で自分の相続分
が少なくなり納得できない場合、民
法で保障されている相続分。遺留分
があるのは、配偶者、子、直系尊属の
み。ただし「遺留分減殺請求」をする
必要があり、遺留分の侵害を知った
日から1年、あるいは相続開始後か
ら10年経過すると時効になります。

　相続人の中で、「被相続人の生前
における財産の増加、あるいは維持
に協力をした」、または「被相続人の
看病をした」など、特別に貢献をし
た人の法定相続分以上の相続分で
す。寄与分は遺産相続人による協議
で決定。もめた場合は家庭裁判所に
寄与分の決定を申し立てます。

◎遺産分割協議

　遺言書がない場合、あるいは
遺言書に記載のない財産につい
て、相続人全員参加のもと遺産
分割協議を行います。全員が合
意すれば遺産分割協議書を作成
します。書式は自由ですが、司法
書士など専門家のお手伝いがあ
れば安心です。

●相続分は、配偶者２分の１、子ども
２分の１。子どもが複数人の場合、
２分の１を等分。
●配偶者がいなければ（死亡・離婚）、
子どもがすべて相続。
●子どもが死亡の場合、その子ども
（孫）が２分の１。
●被相続人に認知の子、あるいは前
妻の子がいれば、「子ども」として
等分の相続。

●被相続人に子どもがい
ない場合、相続分は配
偶者３分の２、父母ある
いは祖父母（直系尊属）
が３分の１。
●被相続人に配偶者も子
どももいない場合は、直
系尊属がすべて相続。

●被相続人に子どもがな
く、直系尊属も死亡し
ている場合、相続分は
配偶者４分の３、兄弟
姉妹が４分の１。兄弟
姉妹が複数いる場合
は、４分の１を等分。
●被相続人よりも先に兄
弟姉妹が死亡の場合、
兄弟姉妹の子ども（被
相続人の甥姪が相続）。
甥姪の子どもには権利
はない。

●被相続人に配偶者もなく、直系卑属
が死亡している場合、兄弟姉妹がす
べて相続。
●被相続人よりも先に兄弟姉妹が死亡
の場合、兄弟姉妹の子どもが相続。

◉
法
定
相
続
の
主
な
場
合

どうなる！？ 遺産相続

あるいは

○
単
純
承
認

　
被
相
続
人
の
プ
ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ

ナ
ス
の
財
産
も
す
べ
て
相
続
し
ま
す
。

各
相
続
人
が
単
独
で
承
認
で
き
ま
す
。

○
限
定
承
認

　
被
相
続
人
の
財
産
の
う
ち
、
マ
イ
ナ

ス
の
財
産
が
プ
ラ
ス
の
財
産
よ
り
多
い

場
合
、
プ
ラ
ス
の
財
産
の
範
囲
内
で
支

払
・
返
済
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
相
続

人
全
員
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
相
続

開
始
を
知
っ
た
時
か
ら
「
３
カ
月
以
内

に
家
庭
裁
判
所
に
届
け
出
」
を
し
な
け

れ
ば
、
単
純
承
認
と
な
り
ま
す
。

○
相
続
放
棄

　
相
続
人
の
一
切
の
財
産
を
相
続
し
な

い
こ
と
で
す
。
各
相
続
人
が
単
独
で
放

棄
を
で
き
ま
す
が
、
相
続
開
始
を
知
っ

た
時
か
ら
「
３
カ
月
以
内
に
家
庭
裁
判

所
に
届
け
出
」
を
し
な
い
と
単
純
承
認

と
な
り
ま
す
。

◉
相
続
の
方
法

配偶者

配偶者

祖父 祖母
子

父 母

父 母

父 母

父 母

子

子

被
相続人

被
相続人

兄弟
姉妹 配偶者被

相続人

兄弟
姉妹

被
相続人

配偶者被
相続人

は死亡※
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司法書士・後藤陽介 34歳。
みんなが安心して暮らせるように、
今日も自転車で町中を走る！

ヨロ
ヨロ…

勝
太
郎
さ
ん

お
兄
さ
ん
に
手
を

合
わ
さ
れ
た
ら
ど
う
で
す
か

た
っ
た
一
人
の
血
を
分
け
た

弟
さ
ん
な
ん
で
す
か
ら

は
い
、
後
藤
で
す
！
　

あ
あ
、
成
年
後
見
で
す
ね

今
す
ぐ
行
き
ま
す
！

す
み
ま
せ
ん

主
人
の
こ
と
で
気
持
ち
が

弱
く
な
っ
て
い
て
、
つ
い…

一
太
郎
さ
ん
は

匠
君
を

養
子
縁
組
し
て

い
ま
し
た
か

幸
子
さ
ん

こ
ん
な
時
に

申
し
訳
な
い
の
で
す
が…
…

なんだと！
ガ
ク
ッ

ガ
ク
ッ

ガ
ク
ッ

後
日…

プ
ル
ル
ル
ル…

プ
ル
ル
ル
ル…

幸
子
さ
ん
！

も
う
起
き
て

大
丈
夫
で
す
か

がははがはは匠
は
養
子
縁
組
し
て
な
い
と

権
利
な
い
よ
な…

この酒ぁ

うまいねえ〜

ガタッ

こくっ

ぎろ

…
…

。

よかった…

金
子
さ
ん
の
相
続
登
記
も

無
事
に
終
わ
っ
た
し

幸
子
さ
ん
と
匠
君
も

元
気
に
な
っ
た
み
た
い
だ
し

！

完

ふ
う

ピーヒョロロ…

養
子
縁
組…

…い
た
し
ま
し
た

夫
は
匠
を

〝
こ
の
子
は
俺
の
子
だ
か
ら
〞と

言
っ
て
く
れ
て

婚
姻
届
を
出
す
際
に…

…

本
当
に
優
し
い
人
で
し
た

どうなる！？ 遺産相続

お困りごとがあれば、司法書士に一度ご相談ください。まずは無料法律相談へどうぞ（裏表紙参照）。
※養子縁組の相続については、「REPORT」（10ｐ）で解説します。

【
相
続
登
記
と
司
法
書
士
】
そ
う
ぞ
く
と
う
き
と
し
ほ
う

し
ょ
し
　不
動
産
の
相
続
登
記
は
、
公
法
上
の
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

登
記
を
す
る
こ
と
で
「
第
三
者
に
対
し
て
所
有
権
を
主
張
」
で
き
ま
す
。
所
有
権

移
転
登
記
を
放
置
し
て
お
く
と
、「
不
動
産
を
売
買
す
る
」「
抵
当
権
を
抹
消
す
る
」

「
融
資
を
受
け
る
」
と
い
っ
た
場
合
、
契
約
前
に
司
法
書
士
な
ど
か
ら
登
記
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
不
動
産
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
も
登
記
は
必
要

で
す
。
相
続
登
記
は
、
司
法
書
士
の
仕
事
で
す
。

　
相
続
登
記
に
は
、①
被

相
続
人
の
戸
籍
謄
本
と

住
民
票（
除
票
）、②
固
定

資
産
評
価
証
明
書
、③
相

続
人
の
戸
籍
謄
本
と
住
民

票
、④
遺
産
分
割
協
議
書

（
法
定
相
続
の
場
合
は
不

要
）、⑤
遺
産
分
割
協
議

書
を
添
付
す
る
場
合
、
印

鑑
証
明
書
、
が
必
要
で

す
。
相
続
登
記
を
放
置
し

て
い
る
間
に
相
続
人
が
亡

く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

そ
う
な
る
と
新
た
な
相
続

関
係
が
発
生
し
て
手
続

き
も
複
雑
に
な
り
ま
す
。

相
続
登
記
は
速
や
か
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

相
続
登
記

の
放
置
は
Ｎ
Ｇ

　
司
法
書
士
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
生
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
の
お
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。特
に
登
記
に
関
し
て
、司
法
書
士
は
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

司
法
書
士
は
市
民
の

　
　
　「困
っ
た
」を「
安
心
」へ

○不動産に関するさまざまな登記手続きの代理をします。
所有権移転登記／所有権保存登記／抵当権設定登記／抵当権抹消登
記／登記名義人表示変更（住所・氏名変更など）登記など

○会社・法人に関する
　さまざまな登記手続き
　の代理をします。
設立登記／役員変更／商
号や目的変更・本店移転の
登記／増資の登記／解散・
清算結了の登記など

（遺言書作成のお手伝いや遺言執行者になる裁判所や検察庁に提出する
書類の作成／帰化申請書のような国籍に関する書類の作成）など

○簡裁訴訟代理等関係業務にも
　さまざまなお手伝いをしています。

○裁判所へ提出
　する書類の作成

○成年後見業務

○債務整理に関する業務

○供託手続に
　ついての
　代理

○その他

民事訴訟手続（少額訴訟手続を含む）
／民事調停手続／即決和解手続／支
払督促手続／証拠保全手続／民事保
全手続／少額訴訟債権執行手続／和
解交渉など
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司法書士・後藤陽介 34歳。
みんなが安心して暮らせるように、
今日も自転車で町中を走る！

ヨロ
ヨロ…

勝
太
郎
さ
ん

お
兄
さ
ん
に
手
を

合
わ
さ
れ
た
ら
ど
う
で
す
か

た
っ
た
一
人
の
血
を
分
け
た

弟
さ
ん
な
ん
で
す
か
ら

は
い
、
後
藤
で
す
！
　

あ
あ
、
成
年
後
見
で
す
ね

今
す
ぐ
行
き
ま
す
！

す
み
ま
せ
ん

主
人
の
こ
と
で
気
持
ち
が

弱
く
な
っ
て
い
て
、
つ
い…

一
太
郎
さ
ん
は

匠
君
を

養
子
縁
組
し
て

い
ま
し
た
か

幸
子
さ
ん

こ
ん
な
時
に

申
し
訳
な
い
の
で
す
が…

…

なんだと！
ガ
ク
ッ

ガ
ク
ッ

ガ
ク
ッ

後
日…

プ
ル
ル
ル
ル…

プ
ル
ル
ル
ル…

幸
子
さ
ん
！

も
う
起
き
て

大
丈
夫
で
す
か

がははがはは匠
は
養
子
縁
組
し
て
な
い
と

権
利
な
い
よ
な…

この酒ぁ

うまいねえ〜

ガタッ

こくっ

ぎろ

…
…

。

よかった…

金
子
さ
ん
の
相
続
登
記
も

無
事
に
終
わ
っ
た
し

幸
子
さ
ん
と
匠
君
も

元
気
に
な
っ
た
み
た
い
だ
し

！

完

ふ
う

ピーヒョロロ…

養
子
縁
組…

…い
た
し
ま
し
た

夫
は
匠
を

〝
こ
の
子
は
俺
の
子
だ
か
ら
〞と

言
っ
て
く
れ
て

婚
姻
届
を
出
す
際
に…

…

本
当
に
優
し
い
人
で
し
た

どうなる！？ 遺産相続

お困りごとがあれば、司法書士に一度ご相談ください。まずは無料法律相談へどうぞ（裏表紙参照）。
※養子縁組の相続については、「REPORT」（10ｐ）で解説します。
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REPORT

養子縁組と
相続について

棟石理実= Text

　ご
存
知
の
と
お
り
、
婚
姻
届
を
提
出
す
る
と
、
夫

婦
は
同
じ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
で
は
、
子
連
れ
の

方
が
再
婚
す
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　例
え
ば
、
太
郎
君
と
い
う
お
子
さ
ん
が
い
る
花
子

さ
ん
が
一
郎
さ
ん
と
結
婚
す
る
ケ
ー
ス
。

　花
子
さ
ん
と
一
郎
さ
ん
は
婚
姻
届
を
出
せ
ば
、「
夫

婦
」
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
太

郎
君
が
一
郎
さ
ん
の
子
と
し
て
自
動
的
に
戸
籍
に
載

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
段
階
で
は
、
た
と
え

花
子
さ
ん
に
親
権
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
太
郎
君
は

前
の
配
偶
者
の
戸
籍
に
「
長
男
」
と
し
て
明
記
さ
れ

た
ま
ま
で
す
。

　こ
の
状
態
で
、
万
が
一
、
一
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て

も
太
郎
君
に
は
相
続
の
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
子

さ
ん
と
一
郎
さ
ん
の
合
意
の
も
と
、
一
郎
さ
ん
と
太
郎

君
が
「
養
子
縁
組
」
の
届
け
出
を
し
て
初
め
て
「
法
的

に
親
子
」
と
な
り
、
太
郎
君
に
も
相
続
権
が
生
じ
る

　あ
る
い
は
、
相
続
の
権
利
を

有
す
る
養
子
縁
組
の
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
夫
と
若
く
し
て
死
別
し

た
妻
が
、
夫
の
父
の
遺
産
を
夫

の
兄
弟
と
同
等
の
割
合
で
相
続

す
る
た
め
に
は
、
妻
は
夫
の
父

と
養
子
縁
組
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
死
別
し

た
夫
は
配
偶
者
で
あ
る
と
同
時

に
、
法
律
上
の
父
が
同
じ
な
の

で
兄
弟
と
も
い
え
る…

…

。

　た
だ
こ
の
場
合
、
妻
は
夫
の
父
と
養
子
縁
組
を
し

な
く
て
も
、
そ
の
「
父
」
が
遺
言
書
に
亡
く
な
っ
た
息

子
の
妻
へ
の
相
続
分
を
記
載
し
て
お
け
ば
相
続
の
権

利
が
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、
養
子
縁
組
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を
後

に
解
消
で
き
る
か
ど
う
か
。

　こ
れ
も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
せ
っ
か
く
夫
婦
と

な
っ
た
一
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
離
婚

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
。
夫
婦
関
係
は
「
離
婚
届
」

で
解
消
さ
れ
、
太
郎
君
は
「
養
子
離
縁
届
」
を
役
所
に

出
す
こ
と
で
一
郎
さ
ん
と
の
法
律
上
の
親
子
関
係
が

解
消
さ
れ
ま
す
。
も
め
た
場
合
は
、
調
停
や
裁
判
と

な
り
ま
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
を
持
つ
人
が
再
婚
し

た
場
合
、
配
偶
者
に
な
る
人
と
子
ど
も
の
養
子
縁
組

を
す
べ
き
か
ど
う
か
、
子
ど
も
の
将
来
を
第
一
に
考
え

て
「
夫
婦
合
意
の
も
と
」
結
論
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

　今回の特集は、ある一家の相続問題を取り上げ
ました。被相続人の弟から「亡くなった兄（被相続
人）は子どものいる女性と結婚し、その子を養子縁
組していなかったはずだ」と指摘されたことが問
題の発端でした。ここでもう少し詳しく解説して
みたいと思います。

二郎
⇒一郎が前妻と死別
をしていても、二
郎には他の子ども
たちと同じ割合で
一郎の財産を相続
する権利がある。 太郎

⇒養子縁組の届け出により法的に一郎と親子
となり相続権を得る。
⇒一郎花子夫婦に子が誕生しても、その子と
相続の割合は同じ。
⇒花子の前夫の遺産の相続権もある。

の
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
の
合
意
の
も
と
に
行
わ
れ
る

養
子
縁
組
を
「
普
通
養
子
縁
組
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
裁
判
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
養
子
縁
組
を

「
特
別
養
子
縁
組
」
と
言
い
ま
す
。

　ま
た
、
養
子
縁
組
後
、
花
子
さ
ん
と
一
郎
さ
ん
の
間

に
新
た
に
子
が
誕
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
子
と
太

郎
君
の
相
続
の
割
合
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
さ
ら

に
、
太
郎
君
は
養
子
縁
組
で
一
郎
さ
ん
と
法
的
親
子

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
の
父
親
と
縁
が
切
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
実
の
父
親
の
財
産
を
相
続
す
る
権
利
も

有
し
て
い
ま
す
。

死
別

死別

離
婚

前夫前妻

二郎

父

妻夫

花子一郎

太郎
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に
行
わ
れ
る

養
子
縁
組
を
「
普
通
養
子
縁
組
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
裁
判
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
養
子
縁
組
を

「
特
別
養
子
縁
組
」
と
言
い
ま
す
。

　ま
た
、
養
子
縁
組
後
、
花
子
さ
ん
と
一
郎
さ
ん
の
間

に
新
た
に
子
が
誕
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
子
と
太

郎
君
の
相
続
の
割
合
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
さ
ら

に
、
太
郎
君
は
養
子
縁
組
で
一
郎
さ
ん
と
法
的
親
子

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
の
父
親
と
縁
が
切
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
実
の
父
親
の
財
産
を
相
続
す
る
権
利
も

有
し
て
い
ま
す
。

死
別

死別

離
婚

前夫前妻

二郎

父

妻夫

花子一郎

太郎

倉石裕子＝Text

Bunka＝Illustration

ア
ラ
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Ａ
子
さ
ん 

あ
る
日
の
観
察

本
人
確
認

Ａ子さん…翻訳会社代表取締役・アラフィフ（アラウンドフィフティーの略語、50歳前後の人の総称）独身。
愛 さ ん…Ａ子さんの会社の顧問司法書士。同じくアラフィフ。

STORY

　
先
日
、
銀
行
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。
普
段
は

ネ
ッ
ト
振
り
込
み
で
す
が
、
金
額
が
大
き
い
の
で

銀
行
の
窓
口
を
利
用
し
た
ら
、「
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
は
て
？
　
こ
こ
は
私
の
会
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
な

ん
だ
か
ら
、
私
の
こ
と
は
よ
く
ご
存
知
の
は
ず
、
と

内
心
思
い
ま
し
た
が
、「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転

防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
で
は

本
人
確
認
を
必
ず
行
う
と
の
こ
と
。
良
識
あ
る
大
人

と
し
て
免
許
証
を
お
見
せ
し
、
無
事
取
引
完
了
。

　
司
法
書
士
も
不
動
産
売
買
や
担
保
権
設
定
等
の

登
記
や
供
託
、
訴
訟
手
続
な
ど
、
必
ず
本
人
確
認

を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
、
後
日

愛
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
大
切
な
土
地
や
家
を
、

別
人
が
勝
手
に
売
り
登
記
す
る
…
…
そ
ん
な
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
司
法
書
士
の
役
割
は
重

要
な
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
本
人
確
認
書
類
に
も
な
る
免
許
証
、
72

歳
の
叔
父
は
免
許
更
新
の
た
め
に
高
齢
者
講
習
を

受
け
る
義
務
が
あ
る
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
実
技

も
あ
る
そ
う
で
す
。
70
歳
な
ん
て
ま
だ
先
だ
け
ど
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
私
は
ど
う
な
る
の
？
　

30
年
以
上
運
転
し
て
な
い
の
で
、

実
技
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。

「
運
転
は
不
可
」
と
備
考
欄
に
書

か
れ
る
の
か
し
ら
…
…
？
　
運
転
を

自
ら
し
な
い
の
と
、
し
て
は
い
け
な

い
の
と
で
は
大
違
い
。
管
轄
機
関
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。

　「
長
く
運
転
し
て
い
な
い
場
合
は
、
実
技
の
前
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
」「
運
転
す
る
資
格
を
剥
奪

さ
れ
る
の
で
す
か
」「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
講
習
で
す
。
75
歳
以
上
の
方
は
、
記

憶
力
や
判
断
力
を
検
査
す
る
講
習
予
備
検
査
も
し

て
い
た
だ
き
ま
す
」

　
ふ
～
む
、
自
分
の
能
力
を
知
り
、
注
意
喚
起
を

促
す
講
習
な
わ
け
で
す
ね
。

　
免
許
証
は
写
真
付
き
で
、
私
で
あ
る
こ
と
の
一

番
の
証
明
書
。
教
習
所
講
習
を
52
時
間
（
！
）
受

け
て
、
元
手
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
絶
対
に
更
新

は
忘
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
自
ら
の
意
思
で
運
転

免
許
取
消
の
申
請
を
し
た
場
合
、
運
転
経
歴
証
明

書
を
発
行
し
て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
（
詳
細
は
警

視
庁
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
で
）。
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う
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
基
本
で
あ
る
発
声
練
習
を
毎
日
続
け

て
、
良
い
声
、
音
程
、
間
、
読
み
、
テ
ン
ポ
が
相
ま
っ
た
と
き
、

詩
の
心
が
聞
く
人
に
届
き
、
心
震
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る…

…

大

変
感
動
的
で
す
。

　私
は
、
そ
ん
な
詩
吟
の
良
さ
を
伝
え
た
く
て
、
30
年
程
前
に
自

分
の
教
場
を
開
き
ま
し
た
。
弟
子
は
現
在
８
人
。
芸
の
道
は
「
こ

こ
で
終
わ
り
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
私
自
身
今
も
厳
し

い
先
生
に
ま
だ
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
私
が
教
え
る
場
合

は
「
詩
吟
は
楽
し
く
、
亀
の
歩
み
」
を
信
条
に
、
褒
め
る
指
導

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
優
し
く
ね
（
笑
）
。

　詩
吟
の
お
か
げ
で
私
は
打
た
れ
強
く
な
り
（
厳
し
い
指
導

の
賜
物
!?
）
、
多
く
の
舞
台
を
経
験
し
て
度
胸
が
付
き
ま
し

た
。
今
で
は
壇
上
か
ら
客
席
の
人
の
顔
ま
で
見
え
る
ほ
ど
、

落
ち
着
い
て
吟
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
で
も
非
常
に

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
な
ど
で
日
本
中
の
同
好
の

士
と
交
流
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
詩
吟
を
介
し
て
、
職
業
・

地
位
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
お
付
き
合
い
が
広
が
っ
た
こ
と
は
、

得
難
い
財
産
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詩
吟
に
感
謝
で
す
。

　も
は
や
趣
味
以
上
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
も
し
、
や
め
る
と
な
っ
た
ら
、
例

え
ば
結
婚
生
活
を
や
め
る
、
と
い
う
く
ら
い
相
当
な
決
意
が
必
要
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
（
笑
）
。
今
の
目
標
は
、
去
年
、
今
年
と
忙
し
く
て
で
き
な
か
っ
た

詩
吟
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
来
年
は
頑
張
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。

　皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
「
国
破
山
河
在
、
城
春

草
木
深…

…

」
な
ど
の
漢
詩
や
、
百
人
一
首
な
ど
の
和

歌
、
俳
句
・
詩
歌
に
独
特
の
節
を
つ
け
て
詩
情
を
朗
々

と
歌
う
詩
吟
。
日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
す
。

　物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
詩
吟
は
身
近

な
も
の
で
し
た
。
詩
吟
と
剣
道
が
趣
味
だ
っ
た
父
は
、

私
が
小
学
生
に
な
る
と
詩
吟
を
習
わ
せ
ま
し
た
。

　詩
吟
に
は
流
派
が
多
数
あ
っ
て
父
は
３
回
流
派
を
変

え
た
の
で
す
が
、
そ
の
都
度
当
然
の
よ
う
に
私
も
一
緒

に
方
向
転
換
。
現
在
も
続
け
て
い
る
「
錦
城
流
」
に

入
っ
た
の
は
大
学
生
の
と
き
で
、
本
格
的
に
学
ぼ
う
と

思
っ
た
の
は
こ
こ
か
ら
で
す
ね
。
九
州
の
大
学
を
卒
業

し
て
東
京
の
会
社
に
就
職
し
た
後
も
習
い
続
け
、
結
婚

後
も
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
も
、
お
稽
古
は
欠
か
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　そ
れ
ほ
ど
詩
吟
が
魅
力
的
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　ま
ず
、
お
な
か
か
ら
声
を
出
す
の
で
健
康
に
と
て
も
良

い
と
い
う
こ
と
。
実
際
、
私
は
お
産
以
外
に
病
気
で
休
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

す
ご
く
説
得
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。

　ま
た
、
「
こ
の
詩
を
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

廣渡淳＝Interview

私 の お 気 に 入 り 06.
f i l e

「
詩
吟
」
は
私
の

　
　ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

中 野 三 保 子 さ ん  ( 大田支部) 

く
に
や
ぶ
れ
て
さ
ん
が
あ
り
し
ろ
は
る
に
し
て

そ
う
も
く
ふ
か
し

　「一の谷の戦いは義経の鵯越（ひよどり
ごえ）の奇襲でも有名な源平の合戦の一つ
で、平氏を敗走へと追い込みました。笛の
名手でありわが子と同年齢の平敦盛を倒
した源氏の兵・熊谷直実は、後悔にも似
た思いにひしがれます。名誉を重んじる
時代の戦の悲劇。戦いを終えた夜、悲しい
笛の音がどこからともなく聞こえてくる、
という情景にぞくぞくします。深い悲し
みが表現できます」と中野先生が特にお
気に入りの詩。この詩を吟じ大田区吟連
コンクールで優勝されたそうです。

　ある主婦の司法試験奮闘記に啓発され、上の
子二人が小学生、三番目の子が１歳半のときに
司法書士の勉強を始めて４年半後に合格。２年
半ほど他の司法書士事務所で修行して、平成5
年に事務所を開設しました。当初は登記が中
心、今は成年後見業務が増えてきて、さまざま
な障がいをお持ちの方たちの力になれるのが
喜びです。人との心のつながりを大切にして、
仕事を続けたいと思っています。

舞
台
裏
の
瞑
想

第１回

「縄」

〝
過
去
に
縛
ら
れ
た
人
〞
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
表
現

だ
が
、
暇
さ
え
あ
れ
ばTw

itter

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

し
ま
う
僕
の
よ
う
な
人
種
は
さ
し
ず
め
〝
現
在
に
縛
ら
れ

た
人
〞
な
の
だ
ろ
う
か
。
子
育
て
に
周
り
が
見
え
な
く
な

る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
〝
未
来
に
縛
ら
れ
た
人
〞
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考
え
る
と
誰
し
も
何
か
し
ら
、

時
間
と
い
う
縄
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、

自
分
を
縛
る
も
の
が
な
い
〝
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
〞
な
ん

て
も
の
を
歌
い
踊
る
人
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る

い
は
そ
ん
な
人
い
な
い
か
も
。
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
縛
ら

れ
て
い
る
、
そ
の
縄
の
交
差
や
捩
り
具
合
が
人
生
の
色
彩

だ
と
す
る
な
ら
、
縄
目
の
見
え
な
い
裸
の
人
間
な
ん
て
、

よ
し
ん
ば
い
た
と
し
て
も
ど
う
接
し
て
い
い
の
や
ら
。
時

間
に
縛
ら
れ
な
い
人
間
と
い
う
の
は
死
に
縛
ら
れ
な
い
人

間
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
限
り
な
く
幽
霊
に
近
い
。
い
ず
れ

死
な
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
あ
れ
今

は
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
僕
ら
は

こ
の
二
つ
の
時
間
的
な
問
題
の
狭
間
で
焦
り
、
悩
む
。
い

ろ
ん
な
方
向
か
ら
体
に
巻
き
付
く
縄
を
あ
っ
ち
へ
引
っ

張
っ
た
り
こ
っ
ち
へ
捻
っ
た
り
し
な
が
ら
、
何
と
か
楽
な

落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
。
し
か
し
不
思
議
な
こ

と
に
根
本
的
に
そ
の
縄
を
解
こ
う
と
は
あ
ま
り
考
え
な

い
。
幽
霊
に
は
な
り
た
く
な
い
か
ら
。

　そ
の
〝
縄
〞
で
様
々
な
芸
術
的
文
様
を
土
器
に
刻
み
、

現
在
か
ら
見
て
も
か
な
り
高
度
な
哲
学
文
化
を
持
っ
て
い

た
我
々
の
先
祖
縄
文
人
は
、
死
を
時
間
の
終
わ
り
と
は
考

え
ず
、
生
を
時
間
の
始
ま
り
だ
と
考
え
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
そ
こ
に
限
り
あ
る
人
生
は
な
い
。
彼
ら
が
考
え
た
時

間
や
人
生
は
、
少
な
く
と
も
僕
ら
が
考
え
る
よ
う
な
直
線

的
な
認
識
で
は
な
い
。
円
だ
。
そ
れ
は
死
と
再
生
の
永
遠

の
循
環
。
人
が
死
ぬ
の
は
一
時
去
る
こ
と
で
、
彼
は
何
ら

か
の
形
で
ま
た
還
っ
て
く
る
。
命
と
は
限
定
的
な
も
の
で

は
な
く
て
無
限
。
そ
し
て
そ
れ
が
ゆ
え
に
こ
の
世
に
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
大
地
の
大
い
な
る
一
つ
の
生
命
と
同
一
で

あ
る
。
縄
文
人
は
こ
の
一
つ
の
生
命
を
母
と
考
え
た
。
こ

れ
が
今
で
言
う
神
に
近
い
。
原
始
的
と
見
下
す
考
え
方
で

は
な
い
。
毎
日
ひ
た
す
ら
、
太
陽
が
昇
っ
て
は
沈
み
、
月

が
欠
け
て
は
満
ち
る
姿
を
見
続
け
た
彼
ら
が
自
然
に
至
っ

た
命
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る…

ご
く
自
然
に
。

　ひ
ょ
っ
と
す
る
と
僕
ら
は
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
ひ
ど
く
不
自
然
に
捉
え
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
が
縛
り
と
い
う
も
の
の
正
体
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
幽
霊
に
な
る
と
い
う
の
も
悪
く
な
い
。
時

間
の
縄
か
ら
遊
離
し
て
風
の
赴
く
ま
ま
に
浮
遊
し
て
み
よ

う
。
な
ん
て
言
っ
て
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ

け
れ
ど
。

まつむら　たけし

　1970年奈良県生まれ。早稲田大学在

学中の1990年、学内の演劇サークル「演

劇倶楽部」を母体に、八嶋智人らと５人で

劇団「カムカムミニキーナ」を旗揚げし

た。劇団主宰として全作品の作・演出を

担当、外部作品での作・演出も多く、

ミュージカルから時代劇まで幅広く手掛

ける。自らの劇団公演のみならず、俳優

としても他劇団の公演、TVドラマ、映画

にも出演するなど、八面六臂の活躍中。

松
村

　武

ね
じ

ひ
ね
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う
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
基
本
で
あ
る
発
声
練
習
を
毎
日
続
け

て
、
良
い
声
、
音
程
、
間
、
読
み
、
テ
ン
ポ
が
相
ま
っ
た
と
き
、

詩
の
心
が
聞
く
人
に
届
き
、
心
震
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る…

…

大

変
感
動
的
で
す
。

　私
は
、
そ
ん
な
詩
吟
の
良
さ
を
伝
え
た
く
て
、
30
年
程
前
に
自

分
の
教
場
を
開
き
ま
し
た
。
弟
子
は
現
在
８
人
。
芸
の
道
は
「
こ

こ
で
終
わ
り
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
私
自
身
今
も
厳
し

い
先
生
に
ま
だ
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
私
が
教
え
る
場
合

は
「
詩
吟
は
楽
し
く
、
亀
の
歩
み
」
を
信
条
に
、
褒
め
る
指
導

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
優
し
く
ね
（
笑
）
。

　詩
吟
の
お
か
げ
で
私
は
打
た
れ
強
く
な
り
（
厳
し
い
指
導

の
賜
物
!?
）
、
多
く
の
舞
台
を
経
験
し
て
度
胸
が
付
き
ま
し

た
。
今
で
は
壇
上
か
ら
客
席
の
人
の
顔
ま
で
見
え
る
ほ
ど
、

落
ち
着
い
て
吟
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
で
も
非
常
に

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
な
ど
で
日
本
中
の
同
好
の

士
と
交
流
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
詩
吟
を
介
し
て
、
職
業
・

地
位
に
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
お
付
き
合
い
が
広
が
っ
た
こ
と
は
、

得
難
い
財
産
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詩
吟
に
感
謝
で
す
。

　も
は
や
趣
味
以
上
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
も
し
、
や
め
る
と
な
っ
た
ら
、
例

え
ば
結
婚
生
活
を
や
め
る
、
と
い
う
く
ら
い
相
当
な
決
意
が
必
要
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
（
笑
）
。
今
の
目
標
は
、
去
年
、
今
年
と
忙
し
く
て
で
き
な
か
っ
た

詩
吟
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
来
年
は
頑
張
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。

　皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
「
国
破
山
河
在
、
城
春

草
木
深…

…

」
な
ど
の
漢
詩
や
、
百
人
一
首
な
ど
の
和

歌
、
俳
句
・
詩
歌
に
独
特
の
節
を
つ
け
て
詩
情
を
朗
々

と
歌
う
詩
吟
。
日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
す
。

　物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
詩
吟
は
身
近

な
も
の
で
し
た
。
詩
吟
と
剣
道
が
趣
味
だ
っ
た
父
は
、

私
が
小
学
生
に
な
る
と
詩
吟
を
習
わ
せ
ま
し
た
。

　詩
吟
に
は
流
派
が
多
数
あ
っ
て
父
は
３
回
流
派
を
変

え
た
の
で
す
が
、
そ
の
都
度
当
然
の
よ
う
に
私
も
一
緒

に
方
向
転
換
。
現
在
も
続
け
て
い
る
「
錦
城
流
」
に

入
っ
た
の
は
大
学
生
の
と
き
で
、
本
格
的
に
学
ぼ
う
と

思
っ
た
の
は
こ
こ
か
ら
で
す
ね
。
九
州
の
大
学
を
卒
業

し
て
東
京
の
会
社
に
就
職
し
た
後
も
習
い
続
け
、
結
婚

後
も
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
も
、
お
稽
古
は
欠
か
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　そ
れ
ほ
ど
詩
吟
が
魅
力
的
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　ま
ず
、
お
な
か
か
ら
声
を
出
す
の
で
健
康
に
と
て
も
良

い
と
い
う
こ
と
。
実
際
、
私
は
お
産
以
外
に
病
気
で
休
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

す
ご
く
説
得
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。

　ま
た
、
「
こ
の
詩
を
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
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「
詩
吟
」
は
私
の

　
　ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

中 野 三 保 子 さ ん  ( 大田支部) 

く
に
や
ぶ
れ
て
さ
ん
が
あ
り
し
ろ
は
る
に
し
て

そ
う
も
く
ふ
か
し

　「一の谷の戦いは義経の鵯越（ひよどり
ごえ）の奇襲でも有名な源平の合戦の一つ
で、平氏を敗走へと追い込みました。笛の
名手でありわが子と同年齢の平敦盛を倒
した源氏の兵・熊谷直実は、後悔にも似
た思いにひしがれます。名誉を重んじる
時代の戦の悲劇。戦いを終えた夜、悲しい
笛の音がどこからともなく聞こえてくる、
という情景にぞくぞくします。深い悲し
みが表現できます」と中野先生が特にお
気に入りの詩。この詩を吟じ大田区吟連
コンクールで優勝されたそうです。

　ある主婦の司法試験奮闘記に啓発され、上の
子二人が小学生、三番目の子が１歳半のときに
司法書士の勉強を始めて４年半後に合格。２年
半ほど他の司法書士事務所で修行して、平成5
年に事務所を開設しました。当初は登記が中
心、今は成年後見業務が増えてきて、さまざま
な障がいをお持ちの方たちの力になれるのが
喜びです。人との心のつながりを大切にして、
仕事を続けたいと思っています。

舞
台
裏
の
瞑
想

第１回

「縄」

〝
過
去
に
縛
ら
れ
た
人
〞
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
表
現

だ
が
、
暇
さ
え
あ
れ
ばTw

itter

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

し
ま
う
僕
の
よ
う
な
人
種
は
さ
し
ず
め
〝
現
在
に
縛
ら
れ

た
人
〞
な
の
だ
ろ
う
か
。
子
育
て
に
周
り
が
見
え
な
く
な

る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
〝
未
来
に
縛
ら
れ
た
人
〞
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
考
え
る
と
誰
し
も
何
か
し
ら
、

時
間
と
い
う
縄
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、

自
分
を
縛
る
も
の
が
な
い
〝
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
〞
な
ん

て
も
の
を
歌
い
踊
る
人
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る

い
は
そ
ん
な
人
い
な
い
か
も
。
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
縛
ら

れ
て
い
る
、
そ
の
縄
の
交
差
や
捩
り
具
合
が
人
生
の
色
彩

だ
と
す
る
な
ら
、
縄
目
の
見
え
な
い
裸
の
人
間
な
ん
て
、

よ
し
ん
ば
い
た
と
し
て
も
ど
う
接
し
て
い
い
の
や
ら
。
時

間
に
縛
ら
れ
な
い
人
間
と
い
う
の
は
死
に
縛
ら
れ
な
い
人

間
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
限
り
な
く
幽
霊
に
近
い
。
い
ず
れ

死
な
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
あ
れ
今

は
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
僕
ら
は

こ
の
二
つ
の
時
間
的
な
問
題
の
狭
間
で
焦
り
、
悩
む
。
い

ろ
ん
な
方
向
か
ら
体
に
巻
き
付
く
縄
を
あ
っ
ち
へ
引
っ

張
っ
た
り
こ
っ
ち
へ
捻
っ
た
り
し
な
が
ら
、
何
と
か
楽
な

落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
。
し
か
し
不
思
議
な
こ

と
に
根
本
的
に
そ
の
縄
を
解
こ
う
と
は
あ
ま
り
考
え
な

い
。
幽
霊
に
は
な
り
た
く
な
い
か
ら
。

　そ
の
〝
縄
〞
で
様
々
な
芸
術
的
文
様
を
土
器
に
刻
み
、

現
在
か
ら
見
て
も
か
な
り
高
度
な
哲
学
文
化
を
持
っ
て
い

た
我
々
の
先
祖
縄
文
人
は
、
死
を
時
間
の
終
わ
り
と
は
考

え
ず
、
生
を
時
間
の
始
ま
り
だ
と
考
え
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
そ
こ
に
限
り
あ
る
人
生
は
な
い
。
彼
ら
が
考
え
た
時

間
や
人
生
は
、
少
な
く
と
も
僕
ら
が
考
え
る
よ
う
な
直
線

的
な
認
識
で
は
な
い
。
円
だ
。
そ
れ
は
死
と
再
生
の
永
遠

の
循
環
。
人
が
死
ぬ
の
は
一
時
去
る
こ
と
で
、
彼
は
何
ら

か
の
形
で
ま
た
還
っ
て
く
る
。
命
と
は
限
定
的
な
も
の
で

は
な
く
て
無
限
。
そ
し
て
そ
れ
が
ゆ
え
に
こ
の
世
に
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
大
地
の
大
い
な
る
一
つ
の
生
命
と
同
一
で

あ
る
。
縄
文
人
は
こ
の
一
つ
の
生
命
を
母
と
考
え
た
。
こ

れ
が
今
で
言
う
神
に
近
い
。
原
始
的
と
見
下
す
考
え
方
で

は
な
い
。
毎
日
ひ
た
す
ら
、
太
陽
が
昇
っ
て
は
沈
み
、
月

が
欠
け
て
は
満
ち
る
姿
を
見
続
け
た
彼
ら
が
自
然
に
至
っ

た
命
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る…

ご
く
自
然
に
。

　ひ
ょ
っ
と
す
る
と
僕
ら
は
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
ひ
ど
く
不
自
然
に
捉
え
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
が
縛
り
と
い
う
も
の
の
正
体
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
幽
霊
に
な
る
と
い
う
の
も
悪
く
な
い
。
時

間
の
縄
か
ら
遊
離
し
て
風
の
赴
く
ま
ま
に
浮
遊
し
て
み
よ

う
。
な
ん
て
言
っ
て
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ

け
れ
ど
。

まつむら　たけし

　1970年奈良県生まれ。早稲田大学在

学中の1990年、学内の演劇サークル「演

劇倶楽部」を母体に、八嶋智人らと５人で

劇団「カムカムミニキーナ」を旗揚げし

た。劇団主宰として全作品の作・演出を

担当、外部作品での作・演出も多く、

ミュージカルから時代劇まで幅広く手掛

ける。自らの劇団公演のみならず、俳優

としても他劇団の公演、TVドラマ、映画

にも出演するなど、八面六臂の活躍中。

松
村

　武

ね
じ

ひ
ね
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「こちらゴトー司法書士事務所」では、 

相続をテーマとしました。 相続は身近

なことなのに、複雑なところもあります。 

相続で困ったら司法書士へ！

H．H.デザイン・制作 （株）アイデス・プランニング
印刷　あかつき印刷株式会社

　市民の方一人ひとりが、自死に至ることを防ぐ
ゲートキーパーとなることができるように依存症の
問題の実態を知り、どのような役割を果たすことが
できるのかを考えるためのシンポジウムです。
　なお、詳細につきましては、東京司法書士会の
ホームページでお知らせいたします。
　ぜひご参加ください。

　東京司法書士会では、女性の「男性が相手では話
しづらい悩みごと」や、「男性とは話をするのが苦手
なので、女性に相談に乗ってほしい」というご要望
にお応えするため、女性からのご相談に女性司法書
士が対応する、女性のための無料相談会をご用意
いたしました。
　「約束した養育費を払ってもらえなくて生活が苦
しいが、どうすればいいのか」
　「ネットオークションで購入したブランド品が偽物
だったので、お金を返してほしい」
　「職場でセクハラに遭って退職しましたが、泣き
寝入りしたくありません」
　「貴金属の押し売り被害に遭いました。取り返す
ことはできますか？」
　などのお困りごとを、女性司法書士に相談してみ
ませんか？

「むきあう・ささえる・つながる    
 ～依存症の問題から自死問題を考える～」

「女性司法書士による子どもと
 女性のための無料相談会」

「第20回暮らしと事業の
 よろず相談会」

●日時：平成２６年１１月２２日（土）
午後１時３０分～午後４時５０分

●場所：明治大学中野キャンパス５Ｆホール
（東京都中野区中野 4-21-1、ＪＲ中央線・総武
線、東京メトロ東西線中野駅北口徒歩約８分）

●対象：どなたでもご参加いただけます。
●参加費：無料
●主催：東京司法書士会
●お問い合わせ先：東京司法書士会 事務局　
　事業・研修課 TEL０３-３３５３-９１９１

●日時：平成２６年１０月２５日（土）　
 午前10時３０分～午後４時３０分

（受付午後４時終了）
●場所：新宿駅西口広場イベントコーナー

（新宿駅西口地下１階）
●内容：街頭における無料法律相談 ※予約不要
●主催：東京司法書士会・東京弁護士会・東京税理

士会・東京都社会保険労務士会・東京土地
家屋調査士会・(一社)東京都中小企業診
断士協会・東京都行政書士会・日本弁理士
会関東支部・日本公認会計士協会東京会・
(公社)東京都不動産鑑定士協会・災害復
興まちづくり支援機構

●共催：災害復興まちづくり支援機構
●後援：東京都・東京法務局・東京労働局・日本年金

機構南関東ブロック本部・東京都中小企業
団体中央会・社会福祉法人東京都社会福祉
協議会・新宿区・渋谷区・東京商工会議所・
日本司法支援センター東京地方事務所
※以上は昨年度の後援団体です。

●お問い合わせ先：東京司法書士会 事務局　
　事業・研修課 TEL０３-３３５３-９１９１

●相談場所：東京司法書士会総合相談セ
ンター（四谷）裏面参照

●相談日：毎週木曜日　午後５時～８時（年末・
年始・祝日を除く。1回50分以内）

●自死問題シンポジウム

　
地
名
は
、市
ヶ
谷
方
面
に
延
び
る
靖
国
通

り
の
坂「
九
段
坂
」に
由
来
。そ
も
そ
も
な
ぜ

「
九
段
」か
と
い
う
と
、話
は
江
戸
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
江
戸
城
に
勤
務
す
る
役
人
の
た
め
、江
戸

幕
府
は
こ
の
辺
り
に
屋
敷
を
造
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。し
か
し
、坂
の
勾
配
が
き
つ
く
、

石
垣
を
九
段
も
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
か
ら「
九
段
坂
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
坂
の
下
に
で
き
た
駅
だ
か
ら
、「
九

段
下
」。ち
な
み
に
坂
の
上
に
は
、「
九
段
上
」

と
い
う
バ
ス
の
停
留
所
が
あ
り
ま
し
た
。

「
下
」が
あ
る
な
ら「
上
」も
あ
る
？

　
九
段
下
の
駅
か
ら
飯
田
橋
の
駅
に
向
か

う
通
り
は
、目
白
通
り
。実
は
こ
の
通
り
、い

ろ
い
ろ
な
跡
地
、発
祥
地
が
多
い
ん
で
す
。

　
通
り
を
挟
ん
だ
両
側
に
は
13
の
標
柱
が

建
て
ら
れ
て
い
て
、そ
の
う
ち
５
つ
が
学
校

の
跡
地
。東
京
女
子
医
大
、国
学
院
大
学
、東

京
府
立
第
四
中
学
校（
現•

東
京
都
立
戸
山

高
等
学
校
の
前
身
）、日
本
大
学
、東
京
農
業

大
学
な
ど
、校
名
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

学
校
ゆ
か
り
の
跡
地
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、目
白
通
り
か
ら
１
本
道
を
入
る

と
、神
前
結
婚
式
発
祥
の
神
社「
東
京
大
神

宮
」が
鎮
座
。縁
結
び
の
ご
利
益
が
あ
る
と
、

全
国
か
ら
参
拝
に
訪
れ
る
人
が
多
い
有
名

な
神
社
で
す
。

　
九
段
下
か
ら
飯
田
橋
ま
で
、ち
ょ
っ
と
足

を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

い
ろ
い
ろ
な
発
祥
の
地
巡
り
も

「東京のお伊勢さま」と親しまれ、近
年では縁結びのご利益がある神社
としても知られています。境内にはい
ろいろなおみくじがあり、多くが良縁
を願う「恋みくじ」。外国人の参拝者
向けに英訳が書かれたおみくじもあ
ります。お守りも豊富で、社務所の前
は若い人たちでにぎわっています。

東京大神宮

お堀沿いに約700m続く遊歩道。緑が豊富で、春には約260本
の桜が咲き誇る、散歩にぴったりの緑道です。緑道の中間辺
りにはボート乗り場もあり、千代田のさくらまつり期間中は、
夜間営業を実施。桜の木々がライトアップされ、幻想的な雰
囲気が楽しめますよ。

千鳥ケ淵緑道

武道の神様・平将門を祀り、日本
武道館の氏神でもある神社。負
けたくない「たたかい」には、勝守
りがおすすめです。境内には区
指定有形民俗文化財の力石、狛
犬があります。本殿前の狛犬は、
安永9年(1780)奉納の区内最古
のもの。神社は現在、大きなビル
の中にあり、その組み合わせは
実に壮観で千代田区の都市景
観賞を受賞しています。

築土神社

北の丸公園の中にある、参加体験型博物館。展示室の
ほかにも、実験ショーや3Dドームシアターなどがある
ので、子どもから大人まで科学の不思議を楽しみなが
ら学べます。館内にあるガチャガチャやミュージアムシ
ョップに立ち寄るだけでもおすすめのスポットです。

科学技術館
千代田区北の丸公園２-１

千代田区富士見2-4-1

千代田区九段北1-14-21

つく  ど
かちまもり

千代田区九段南２丁目から３番町先

恋みくじ

英訳付きの恋みくじ
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勝守500円

No.2

九段下
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INFORMATION

編集後記

「こちらゴトー司法書士事務所」では、 

相続をテーマとしました。 相続は身近

なことなのに、複雑なところもあります。 

相続で困ったら司法書士へ！

H．H.デザイン・制作 （株）アイデス・プランニング
印刷　あかつき印刷株式会社

　市民の方一人ひとりが、自死に至ることを防ぐ
ゲートキーパーとなることができるように依存症の
問題の実態を知り、どのような役割を果たすことが
できるのかを考えるためのシンポジウムです。
　なお、詳細につきましては、東京司法書士会の
ホームページでお知らせいたします。
　ぜひご参加ください。

　東京司法書士会では、女性の「男性が相手では話
しづらい悩みごと」や、「男性とは話をするのが苦手
なので、女性に相談に乗ってほしい」というご要望
にお応えするため、女性からのご相談に女性司法書
士が対応する、女性のための無料相談会をご用意
いたしました。
　「約束した養育費を払ってもらえなくて生活が苦
しいが、どうすればいいのか」
　「ネットオークションで購入したブランド品が偽物
だったので、お金を返してほしい」
　「職場でセクハラに遭って退職しましたが、泣き
寝入りしたくありません」
　「貴金属の押し売り被害に遭いました。取り返す
ことはできますか？」
　などのお困りごとを、女性司法書士に相談してみ
ませんか？

「むきあう・ささえる・つながる    
 ～依存症の問題から自死問題を考える～」

「女性司法書士による子どもと
 女性のための無料相談会」

「第20回暮らしと事業の
 よろず相談会」

●日時：平成２６年１１月２２日（土）
午後１時３０分～午後４時５０分

●場所：明治大学中野キャンパス５Ｆホール
（東京都中野区中野 4-21-1、ＪＲ中央線・総武
線、東京メトロ東西線中野駅北口徒歩約８分）

●対象：どなたでもご参加いただけます。
●参加費：無料
●主催：東京司法書士会
●お問い合わせ先：東京司法書士会 事務局　
　事業・研修課 TEL０３-３３５３-９１９１

●日時：平成２６年１０月２５日（土）　
 午前10時３０分～午後４時３０分

（受付午後４時終了）
●場所：新宿駅西口広場イベントコーナー

（新宿駅西口地下１階）
●内容：街頭における無料法律相談 ※予約不要
●主催：東京司法書士会・東京弁護士会・東京税理

士会・東京都社会保険労務士会・東京土地
家屋調査士会・(一社)東京都中小企業診
断士協会・東京都行政書士会・日本弁理士
会関東支部・日本公認会計士協会東京会・
(公社)東京都不動産鑑定士協会・災害復
興まちづくり支援機構

●共催：災害復興まちづくり支援機構
●後援：東京都・東京法務局・東京労働局・日本年金

機構南関東ブロック本部・東京都中小企業
団体中央会・社会福祉法人東京都社会福祉
協議会・新宿区・渋谷区・東京商工会議所・
日本司法支援センター東京地方事務所
※以上は昨年度の後援団体です。

●お問い合わせ先：東京司法書士会 事務局　
　事業・研修課 TEL０３-３３５３-９１９１

●相談場所：東京司法書士会総合相談セ
ンター（四谷）裏面参照

●相談日：毎週木曜日　午後５時～８時（年末・
年始・祝日を除く。1回50分以内）

●自死問題シンポジウム
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検 索

東京　総合相談センター
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訴訟に関する相談
敷金返還、悪質商法への対処、借地
借家問題、少額訴訟、家事事件など
不動産登記相談
土地建物の売買・相続・贈与による移
転、抵当権・賃借権の設定・抹消など
会社法務相談
商業登記、事業承継・企業再編など電話による法律相談

司法書士ホットライン

面談による法律相談

東京司法書士会総合相談センター（四谷）

平日午前9時～正午、午後1時～5時　※祝祭日を除く

03-3353-9205（予約制）

三多摩総合相談センター（立川）

平日午前9時～正午、午後1時～5時　※祝祭日を除く

042-548-3933（予約制）

法テラス指定相談場所

法テラス指定相談場所

・ JR中央線四ツ谷駅 四ツ谷口 徒歩 4分
・ 東京メトロ丸ノ内線 四ツ谷駅 出口2番 徒歩 4分
・ 東京メトロ南北線 四ツ谷駅 出口2番 徒歩 4分

〒190-0012
東京都立川市曙町2-34-13 オリンピック第3ビル202-A

〒160-0003 東京都新宿区本塩町9-3

東京司法書士会総合相談センター（四谷）
〒160-0003 東京都新宿区本塩町9-3

・ ＪＲ中央線立川駅北口 徒歩6分
・ 多摩都市モノレール立川北駅 徒歩5分

無料法律相談 あなたの人生の
いろいろな場面で
司法書士が力になります。

当番司法書士による法律相談

月・火・水・木・金　午前10時～午後3時45分 水・木　午後5時～7時45分

042-540-066303-3353-2700

 詳しくは、こちらのホームページをご覧ください。  http://www.shihoshoshi-soudancenter.jp/

東京司法書士会　http://www.tokyokai.jp 2014.9

当番司法書士相談／多重債務相談
／成年後見相談／訴訟に関する相
談／不動産登記相談／会社法務相
談／震災相談／女性司法書士による
子どもと女性のための相談（木のみ）

当番司法書士相談
クレジット・サラ金業者から訴えられた方
のための相談
多重債務相談
借金返済についての悩み、自己破産、
ヤミ金融被害など
成年後見相談
高齢者・障がい者の支援、相続、遺言など

月～金 午後5時～8時
土 午後1時～4時

月～金 午後5時～8時
土 午後1時～4時

お 問 い 合 わ せ

お 問 い 合 わ せ

03-3353-9205
平日午前9時～正午、午後1時～5時　※祝祭日を除く

相 談 予 約 ダ イ ヤ ル 相 談 日 時

相 談
日 時

相 談
内 容

相 談
日 時

相 談
内 容

東京司法書士会

話し合いによる紛争解決のお手伝いをします。話し合いによる紛争解決のお手伝いをします。話し合いによる紛争解決のお手伝いをします。
東京司法書士会調停センター“すてっき”では

TEL:03-3353-8844

友人とのお金の貸し借りや、ご近所との騒音問題など、日常生活に起こる、ちょっとした「トラブ
ル」。「いきなり裁判ざたには、したくないし・・・、かといって、このままにもしておけない・・・」、「泣
き寝入りもイヤだし・・・」。そんな時には、私たち調停センター“すてっき”をご利用ください。
話し合いを通じて、お互いが納得できる形での紛争解決へのお手伝いを司法書士がいたしま
す。お気軽に当センターまでお問い合わせください。

平日午前9時～正午、午後1時～5時（祝祭日を除く）
（但し、調停は土曜、日曜、祝祭日を含む午前9時から午後8時まで可能）

法的トラブルで
悩んでいませんか？

訴訟に関する相
談／不動産登記
相談／会社法務
相談／多重債務
相談／震災相談

訴訟に関する相
談／不動産登記
相談／会社法務
相談／成年後見
相談／震災相談

土
午後1時～4時

水
午後5時～8時


